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土
佐
光
則
筆

『源
氏
物
語
画
帖
』
に
つ
い
て

一

土
佐
光
則
筆
の

『源
氏
物
語
画
帖
』

（徳
川
美
術
館
蔵
）
は
、
土
佐
派

を
代
表
す
る
精
密
な
彩
色
に
よ
る
画
帖
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

幾
度
か
の
美
術
展
に
出
品
さ
れ
、　
一
部
は
写
真
版
で
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
五
十
四
巻
六
十
図
、
そ
れ
に
六
十
枚
の
詞
書
を
添
え
た
百
二

十
枚
か
ら
な
り
、
色
紙
は
タ
テ
一
五

・
三
、
ョ
コ
一
四
ヽ

一
セ
ン
チ
と
い

う
小
品
な
が
ら
、
そ
の
構
図
を
は
じ
め
、
調
度
の

一
つ
一
つ
に
い
た
る
ま

で
の
細
密
な
描
写
に
は
、
た
だ
精
巧
な
で
き
ば
え
と
感
嘆
す
る
ほ
か
は
な

い
。
題
策
に
は

「源
氏
物
語
絵
詞
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
通
称
の

『源

氏
物
語
画
帖
』
の
名
を
用
い
る
。

光
則

（
一
五
八
三
―
一
六
三
八
）
は
光
吉
の
子
、
あ
る
い
は
弟
子
と
も

伝
え
ら
れ
、
晩
年
に
堺
か
ら
京
都
に
移
り
住
み
土
佐
派
の
再
興
を
は
か
る
。

宮
廷
絵
所
預
と
な
り
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
光
起
は
そ
の
子
供
で
あ
る
。

『扶
桑
画
人
伝
』
の
光
則
の
項
に

「源
氏
小
扇
面
五
十
四
枚
」
と
す
る
の

伊

井

春

樹

は
、

『住
吉
家
鑑
定
控
』
の
、

小
扇
面
形
裏
墨
印
有

源
氏
物
語
細
画
　
五
拾
四
枚

右
土
佐
光
則
真
筆
無
疑
者
也

天
保
二
年
四
月
六
日
　
住
吉
内
記
弘
定

と
す
る
の
と

一
致
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は

「墨
印
」
が
あ
っ
た
と

す
る
。
光
則
は
自
作
に
は
こ
の
印
を
押
し
て
い
た
よ
う
で
、
徳
川
本
の
色

紙
の
ほ
か
、
パ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
の

『白
描
源
氏

物
語
画
帖
』
の
紙
脊
に
も
見
い
出
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
共
通
性
に
よ
っ

て
も
、
徳
川
本
が
光
則
の
手
に
な
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
六

十
人
の
貴
紳
に
よ
る
詞
書
と
と
も
に
、
土
佐
派
の
枠
を
示
す
評
価
の
高
い

源
氏
物
語
色
紙
画
帖
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
光
則
の
没

し
た
草
水
十
五
年

（
一
六
三
八
）
正
月
十
六
日
以
前
と
な
る
が
、
さ
ら
に

限
定
す
る
資
料
と
し
て
は
六
十
人
の
詞
書
の
筆
者
た
ち
の
存
在
で
、
そ
の
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共
通
し
て
生
存
し
た
年
代
と
重
ね
る
と
、
あ
る
程
度
は
推
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
巻
な
と
筆
者
、
そ
の
生
存
期
間
を
列
挙
し
て
お

１
中型
〓
　
　
近
衛
殿
尚
嗣
卿

（
〓
全
〓
一―
〓
ハ
五
三
）

２
帯
本

一　
・伏
見
殿
貞
清
親
王

（
一
五
九
五
―
一
六
五
四
）

３
吊
木
二
　
山
科
言
総

（
〓
ハ
〇
三
―
〓
ハ
六

こ

４
空
揮
　
　
八
条
殿
智
忠
親
王

（
一
六

一
九
―
一
六
六
二
）

５
夕
顔
　
　
九
条
殿
幸
家
公

（
一
五
八
六
―
〓
全
ハ
五
）

６
若
紫

一　
二
条
康
道
公

（
〓
公
ｙ
Ъ
Ｉ
〓
ハ
一全
○

７
若
紫
二
　
油
小
路
隆
貞
卿

（
三
全
〓
一―
三
ハ
九
九
）

８
一不
酒
花
　
妙
法
院
宮
尭
然
法
親
王

（
一
六
〇
二
―
一
六
六

一
）

９
紅
葉
賀
　
一
乗
院
宮
尊
学
法
親
王

（
一
六
〇
八
―
〓
全
ハ
一
）

１０
花
宴
　
　
一聖
護
院
宮
道
晃
法
親
王

（
一
六

一
二
一
六
七
九
）

Ｈ
葵
　
　
　
・梶
井
宮
慈
胤
法
親
王

（
一
六

一
七
―
一
六
九
九
）

‐２
賢
木
　
　
青
蓮
院
尊
純
法
親
王

（
一
五
九

一
―
一
六
五
三
）

‐３
花
散
里
　
曼
殊
院
宮
良
尚
法
親
王

（
一
六
二
二
―
一
六
九
二
）

‐４
須
磨

一　
大
覚
寺
宮
尊
性
法
親
王

（
〓
ハ
○
ニ
ー
エ
ハ
五

一
）

‐５
須
磨
二
　
土
御
門
泰
広
朝
臣

（
一
六

一
一
―
〓
ハ
五
二
）

‐６
明
石

　

実
相
院
馨
曇
専
大
僣
正

（
三
ハ
〇
一
―
〓
全
ハ
こ

‐７
澪
標
　
　
円
満
院
殿
常
尊
大
僧
正

（不
明
―
エ
ハ七

こ

‐８
蓬
生
　
　
広
橋
兼
賢
卿

（
一
五
九
五
―
〓
全
ハ
九
）

‐９
関
屋
　
　
勧
修
寺
経
広
卿

（
〓
公
望
ハ
ー
〓
ハ
八
八
）

２０
絵
合

　

中
院
通
村
卿

（
一
五
八
八
―
〓
ハ
五
三
）

２‐
松
風
　
　
柳
原
業
光
卿
人

一
五
九
五
―
〓
ハ
五
四
）

２２
蒲
墨
〓
　

西
園
寺
実
晴
卿

（
三
ハ
〇

一
―
〓
全
ハ
八
）

２３
朝
顔
　
　
高
倉
永
慶
卿

（
一
五
九

一
―
〓
全
全
二
出
家
）

２４
少
女
　
　
大
炊
御
門
経
孝
卿

（
一
六

一
三
―
一
六
八
二
）

２５
玉
菫

　

姉
小
路
公
景
卿

（
〓
ハ
○
ニ
ー
三
ハ
五

一
）

２６
初
音

　

清
閑
寺
共
綱
卿

（
一
六

一
二
―
〓
ハ
七
五
）

２７
胡
蝶

　

中
御
門
宣
順
卿

（
三
ハ
〓
一一―
〓
全
ハ
四
）

２８
蛍
　
　
　
園
基
音
卿

（
三
ハ
〇
四
―
三
ハ
五
五
）

２９
常
夏
　
　
中
院
通
純
卿

（
一
六

一
二
―
一
六
五
三
）

３０
等
火
　
　
藤
谷
為
賢
卿

（
一
五
九
二
―
〓
全
二
五
）

３．
野
分
　
　
一清
水
谷
実
任
卿

（
一
五
八
七
―
一
六
六
四
）

３２
行
幸
　
　
平
松
時
庸
卿

（
一
五
九
九
―
一
六
五
四
）

３３
藤
袴

　

持
明
院
基
定
卿

（
〓
ハ
〇
七
―
〓
全
ハ
七
）

３４
真
木
柱
　
広
橋
綬
光
卿

（
三
ハ
〓
ハ
ー
〓
ハ
五
四
）

３５
梅
枝
　
　
日
野
弘
資
卿

（
〓
ハ
一
七
―
〓
ハ
八
七
）

３６
藤
裏
葉
　
正
親
町
三
条
実
豊
卿

（
〓
ハ
一
九
―
一
七
〇
一一）

３７
若
菜
上
　
水
無
瀬
兼
俊
卿

（
一
五
九
二
―
一
六
五
六
）

３８
若
菜
下
　
・竹
屋
光
長
朝
臣

（
一
五
九
六
―
一
六
五
九
）

３９
柏
木
　
　
四
条
隆
術
卿

（
〓
ハ
一
〇
―
三
ハ
四
七
）

４０
緒
薔
田　
　
一誉
最
井
雅
萱
面
″
（
一
一ハ
一
一
―
一
工令
ｒ
九
）

４‐
鈴
虫
　
　
三
条
西
実
教
卿

（
〓
ハ
一
九
―
一
七
〇
こ

４２
夕
霧

　

岩
倉
具
起
卿

（
三
ハ
〇

一
―
〓
全
ハ
○
）

４３
御
法

　

自
川
雅
陳
王

（
一
五
九
二
―
〓
全
ハ
一こ
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４４
幻

一局
〈冨
水
将
卿

（
一
六

一
五
―
一
六
八

一
）

柳
原
資
行
卿

（
Ｉ
全
一〇
―
〓
ハ
七
九
）

烏
丸
資
慶
卿

（
〓
全
〓
一―
〓
全
ハ
九
）

千
草
有
能
卿

（
〓
全

五
―

４９
椎
本

一　
一庭
田
雅
純
朝
臣

２

六
二
七
―
一
六
六
三
）

５０
椎
本
二
　
藪
嗣
孝
卿

２

六

一
九
―
〓
ハ
八
二
）

５‐
総
角
　
　
白
川
雅
喬
王

（
〓
全
一〇
―
〓
ハ
八
八
）

５２
早
蕨

　

水
無
瀬
氏
信
卿

（
〓
ハ
一
九
―
〓
ハ
九
〇
）

５３
宿
木

一　
高
辻
良
長

（豊
長
）
卿

（
〓
全
一五
―
一
七
〇
二
）

５４
宿
木
二
　
甘
露
寺
嗣
長
卿

（
一
六

一
一
―
一
六
五
〇
）

５５
東
屋
　
　
園
基
福
卿

（
一
六
三
二
―
一
六
九
九
）

５６
浮
算
川　
　
一分
塞
奮
和
卿

（
一
一全
〓
ニ
ー
一
六
八
六
）

５７
蜻
蛉

一　
富
小
路
頼
直
卿

（
一
六

一
三
―
一
六
五
八
）

５８
蜻
蛉
二
　
清
水
谷
光
栄
朝
臣

（
三
全
一〇
―
三
ハ
九

こ

５９
手
習
　
　
東
園
基
賢
卿

（
三
全
ニ
ハ
Ｉ
Ｉ
ハ
八
六
出
家
）

６０
夢
浮
橋
一　
裏
松
資
清
卿

（
一
六
二
六
―
一
六
六
七
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
江
戸
初
期
の
人
物
と
知
ら
れ
る
の
だ

が
、
そ
の
う
ち
で
も
宿
木
巻
を
担
当
し
た
甘
露
寺
嗣
長
は
、
も
っ
と
も
早

い
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
十
月
四
日
に
二
十
九
歳
で
没
し
て
お
り
、　
一

度
期
に
詞
書
を
書
写
し
た
と
す
る
と
そ
れ
以
前
に
は
で
き
あ
が
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
下
限
と
し
て
も
筆
者
相
互
に
矛
盾
は
な
く
、

そ
の
年
高
辻
良
長

（宿
本
）
が
二
十
六
歳
、
裏
松
資
清

（夢
浮
橋
）
が
二

十
五
歳
、
庭
田
雅
純

（椎
本
）
が
二
十
四
歳
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
染
筆

で
き
な
か

っ
た
若
さ
で
は
な
い
。
逆
に
年
長
者
で
は
九
条
幸
家

（夕
顔
）

の
六
十
五
歳
を
筆
頭
に
、
清
水
谷
実
任

（野
分
）
の
六
十
四
歳
、
中
院
通

村

（絵
合
）
の
六
十
三
歳
等
、
後
の
筆
者
は
す
べ
て
こ
の
間
に
位
置
す
る
。

嗣
長
が
没
し
た
時
に
も

っ
と
も
若
い
の
が
雅
純
の
二
十
四
歳
、
こ
れ
を
二

十
歳
の
折
の
書
写
と
す
る
と
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
、
さ
ら
に
十
代
後

半
ま
で
き
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
隔
て
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
ほ
ぼ
こ
の
前
後
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
六
十
人
の
貴
顕
の
生
没
年
か
ら
、
詞
書
の
出
現
は
慶
安
三

年
を
下
限
と
し
、
上
限
は
正
保
二
、
三
年
ま
で
と
い
っ
た
見
通
し
を
得
る

こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
絵
師
光
則
と
重
ね
る
と
、
き
わ
め
て
困

っ
た
問
題

が
生
し
て
く
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
光
則
は
五
十
六
歳
の
寛
永
十
五

年
没
、
す
る
と
そ
の
年
雅
純
は
わ
ず
か
に
十
二
歳
、
続
い
て
資
清
は
十
三

歳
、
良
清
は
十
四
歳
と
、
幾
人
か
の
少
年
た
ち
が
筆
者
に
加
わ

っ
て
い
た

こ
と
に
な
っ
て
く
る
。　
一
人
だ
け
で
あ
れ
ば
筆
者
極
め
の
誤
り
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
複
数
と
な
る
と
そ
の
可
能
性
は
な

い
。
も
っ
と
も
十
二
、
三
歳
の
筆
者
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
に
し
て
も
、
筆
跡
を
見
る
限
り
そ
の
よ
う
な
幼
さ
は
認
め
ら
れ

な
い
。
そ
れ
に
右
で
考
証
し
た
正
保
か
ら
慶
安
に
か
け
て
の
四
、
五
年
の

間
に
詞
書
が
で
き
あ
が

っ
た
と
す
る
推
定
か
ら
、
下
限
は
光
則
の
没
年
ま

で
ひ
き
上
げ
る
と
、
す
べ
て
の
筆
者
が
十
年
余
り
若
年
化
し
て
く
る
。
そ

う
な
る
と
、
八
条
宮
智
忠

（空
暉
）
二
十
歳
、
油
小
路
隆
貞

（若
紫
）
十

４ ５

匂

宮

４ ６

紅

梅

４ ７

竹

河

４ ８

橋

姫
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七
歳
、
聖
護
院
道
晃

（花
宴
）
二
十
七
歳
、
梶
井
宮
慈
胤

（葵
）
二
十
二

歳
、
曼
殊
院
良
尚

（花
散
里
）
十
七
歳
な
ど
と
、
き
わ
め
て
平
均
年
齢
が

低
く
な
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
で
数
え
る
と
、
十
代
が
十
六
人
、
二

十
代
が
十
八
人
と
な
り
、
全
体
六
十
人
の
う
ち
半
数
以
上
が
二
十
代
以
下

と
い
う
結
果
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か

も
、
こ
れ
は
光
則
の
没
年
を
基
準
に
し
て
の
こ
と
で
、
も
し
五
十
歳
の
折

の
作
品
と
す
る
と
、
雅
純
な
ど
は
六
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
、
も
は
や
問
題

外
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
た
ど
っ
て
く
る
と
、
絵
の
成
立
と
詞
書
の
写
さ
れ
た
時
期

と
は
十
年
余
の
ず
れ
が
生
し
て
き
、
そ
れ
を

一
つ
に
す
る
の
は
困
難
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。
詞
書
の
料
紙
な
ど
か
ら
も
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て
増
補

さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
体
裁
で
は
な
く
、
や
は
り
あ
る
時
期
に
一
回
的
に

出
現
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
光
則
が
作
製
し
て
い
た

色
紙
画
に
、
没
し
て
後
六
十
人
の
公
卿
た
ち
の
分
担
に
よ
っ
て
詞
書
が
添

え
ら
れ
、
今
日
見
る
よ
う
に
一
揃
い
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
徳
川
本
光
則
画
帖
は
、
詞
書
と
絵
と
が
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
本
文
内
容
が
ほ
ぼ
忠
実
に
絵
画
化
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
光
則
の
絵
を
見
な
が
ら
後
人
が
該
当
す
る
本
文
を
抜
き
出
し

た
と
い
っ
た
体
で
は
な
く
、
二
つ
は
成
立
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
光
則
が
色
履
画
を
描
い
た
折
ヽ
す
で
に
詞

書
も
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、
高
貴
な
も
と
で
の
贈
答
な
ど
に
用
い
る
必
要

上
、
あ
ら
た
め
て
人
々
が
染
筆
し
た
と
い
っ
た
こ
と
も
想
像
で
き
な
く
も

な
い
。

こ
の
画
帖
に
描
か
れ
た
六
十
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
秋
山
光
和

氏
に
よ
り

「源
氏
物
語
絵
詞
所
収
場
面

一
覧
と
作
品
例
と
の
対
照
表
」

（日
本
の
美
術

「源
氏
絵
」
昭
和
五
十

一
年
、
至
文
堂
）
と
す
る
中
に
取

り
込
ま
れ
て
い
る
し
、
田
口
栄

一
氏
も

「源
氏
絵
帖
別
場
面

一
覧
表
」

全

九
八
二
年
七
月
ヽ
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
に
お
け
る
源
氏
学
会
配
付
資

料
）
で
他
の
画
帖
と
と
も
に
比
較
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
成
果
も
踏
ま

え
た

「源
氏
絵
帖
別
場
面

一
覧
」

（
『豪
幸

「源
氏
絵
」
の
世
界

一源
氏

動
聖
巴

所
収
、　
一
九
八
八
年
、
学
研
）
に
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
こ
で
は
他
の
画
帖
の
場
面
と
の
比
較
の
た
め
徳
川
本
だ
け
に
即

し
た
内
容
で
は
な
く
、
ま
た

一
部
漏
れ
て
い
る
巻
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
に

私
な
り
に
ま
と
め
て
お
く
。
な
お
、
右
の
資
料
を
参
考
に
し
た
ほ
か
、
私

自
身
の
作
成
し
た

「源
氏
物
語
場
面

一
覧
表
」

（拙
編

『源
氏
綱
日
付
源

氏
絵
詞
』
所
収
、
昭
和
五
十
九
年
、
桜
楓
社
）
も
用
い
た
。
さ
ら
に
、
絵

詞
も
漢
字
か
な
ま
し
り
に
し
て
示
し
て
お
く
。

１
調
塁
璽

Ｏ
源
曇
冗
服
の
儀
式
。
清
凍
殿
で
の
儀
式
に
赴
く
源
ヽ

殿
舎
の
責
子

-17-

w
eb

公
開
に
際
し
︑
本
ペ
ー
ジ
以
降
の
翻
刻
は
省
略
し
ま
し
た



を
通
る
。

２
言
乗
〓

○
源
氏
、
頭
中
将
と
女
性
談
議
、
そ
こ
に
左
馬
頭

・
藤
式
部
丞
が
訪
れ

る
。
室
内
で
は
、
源
氏
と
頭
中
将
が
手
紙
を
中
に
し
て
見
て
る
い
る

著

。

３
弔
木
二

〇
空
螺
と
の

一
夜
を
過
ご
し
、
障
子
口
ま
で
見
送
る
。
女
房
中
将
が
贅

子
で
出
迎
え
る
。

４
を
島
諄

○
源
氏
、
小
君
の
手
引
き
で
、
空
揮
と
軒
端
荻
の
臥
す
部
屋
に
忍
び
入

２
つ
。

５

夕

顔

Ｏ
源
氏
、
六
条
御
息
所
の
邸
に
泊

っ
た
翌
朝
、
霧
深
い
庭
石
見
な
が
ら

賓
子
で
侍
女
と
歌
を
詠
み
交
わ
す
。
部
屋
に
は
御
息
所
、
庭
に
は
朝

顔
を
手
折
る
女
童
の
姿
。

６
若
紫

一

○
僧
都
の
庵
室
に
泊
り
、
夜
中
に
眠
れ
な
い
ま
ま
扇
を
鳴
ら
し
て
人
を

呼
ぶ
。

７
若
紫
二

○
若
紫
邸
を
訪
れ
た
源
氏
は
、
若
紫
を
引
き
寄
せ
て
休
ま
せ
よ
う
と
す

る
。
乳
母
の
右
近
、
女
房
、
女
童
な
ど
を
描
く
。

８
末
摘
花

○
源
氏
、
常
陸
官
邸
を
訪
れ
格
子
を
叩
く
と
、
女
房
が
灯
を
さ
し
か
け
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て
迎
え
入
れ
る
。
庭
の
松
に
は
雪
が
降
り
積
も
る
。

９
紅
葉
賀

○

冗
旦
に
朝
拝
に
内
参
す
る
源
氏
が
、
西
の
対
の
若
紫
の
も
と
に
訪
れ

る
。
部
屋
に
は
若
紫
と
女
房
た
ち
、
さ
ら
に
雛
道
具
が
置
か
れ
る
。

１０
花
宴

○
右
大
臣
邸
で
の
藤
の
宴
で
、
朧
月
夜
と
再
会
し
、
そ
の
手
を
捉
え
て

歌
を
詠
み
交
わ
す
。
庭
に
は
、
松
に
這
う
藤
と
桜
。

■
葵○

車
争
い
の
場
面
「
斎
院
御
楔
の
日
、
六
条
御
息
所
の
車
は
、
葵
上
の

一
行
に
押
し
退
け
ら
れ
る
。

‐２
賢
木

○
秋
の
夕
月
夜
、
源
氏
は
六
条
御
息
所
を
野
の
宮
に
訪
れ
、
手
折

っ
た

榊
を
御
簾
の
中
に
差
し
入
れ
て
歌
を
詠
み
交
わ
す
。
小
柴
垣
と
黒
木

の
鳥
居
、
乗

っ
て
き
た
牛
車
と
供
人
た
ち
。

‐３
花
散
里

○
源
氏
、
麗
景
殿
女
御
邸
で
郭
公
を
聞
き
、
語
り
合
う
。
空
に
二
十
の

月
と
郭
公
。

‐４

須

磨

一

○
左
大
臣
邸
で
、
春
の
曙
に
中
納
言
の
君
と
別
れ
を
惜
じ
む
。
勾
欄
が

ら
月
を
眺
め
る
源
氏
の
姿
。

‐５
須
磨

○
源
氏
琴
を
弾
き
、
惟
光
は
笛
、
良
清
が
歌
を
歌
う
。
須
磨
で
の
わ
び

住
い
。

‐ ６

明

石
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○
明
石
入
道
邸
で
、
源
氏
琴
を
奏
で
、
入
道
は
琵
琶
を
弾
く
。

７
澪
標

○
病
気
で
出
家
し
た
六
条
御
息
所
を
見
舞
い
、
几
帳
の
隙
間
か
ら
斎
宮

を
か
い
ま
見
る
。
病
床
に
臥
し
た
御
息
所
と
対
面
す
る
源
氏
、
几
帳

を
隔
て
た
奥
に
斎
宮
を
配
す
る
。

‐８
蓬
生

○
源
氏
、
惟
光
に
常
陸
宮
邸
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
建
物
の
中
に

は
老
女
房
か
、
横
に
な
っ
て
い
る
姿
「
庭
に
は
草
が
生
い
茂
る
。

‐９
園
屋

○
源
氏
、
石
山
詣
で
の
途
次
、
秋
の
逢
坂
の
関
で
空
揮
に
出
会
う
。
道

を
避
け
、
杉
の
木
立
に
車
を
か
き
お
ろ
し
た

一
行
ヽ

２０
鋒
穴
ロ

○
藤
壷
中
宮
の
も
と
で
の
絵
〈
弓

中
宮
を
中
に
し
、
左
右
に
女
房
た
ち

が
分
か
れ
る
。

２‐

松

風

　

　

　

　

　

　

　

　

・

○
明
石
上
の
大
堰
の
も
と
か
ら
帰
る
源
氏
に
、
乳
母
が
姫
君
を
抱
い
て

見
せ
る
。
明
石
上
は
奥
の
部
屋
で
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
い
る
。

２ ２

薄

雲
○
斎
宮
女
御
二
条
院
に
退
出
ヽ
秋
雨
の
庭
を
眺
め
る
。
源
氏
、
几
帳
を

隔
て
て
語
る
。

２ ３

朝

顔
○
帰
邸
し
た
源
氏
、
朝
霧
の
庭
を
眺
め
、
咲
き
残
る
朝
顔
を
折

っ
て
歌

を
付
し
、
朝
顔
斎
院
に
贈
る
。
庭
に
は
朝
顔
を
折
る
童
女
。

２４
少
女



○
夕
霧
ヽ
五
節
に
兄
を
介
し
て
消
息
、
そ
れ
を
父
の
惟
光
に
見
と
が
め

ら
れ
、
逃
げ
出
す
兄
と
顔
を
赤
く
す
る
妹
の
五
節
。

２５
玉
隻

〇
六
条
院
に
引
き
取
ら
れ
た
玉
隻
の
も
と
を
源
氏
が
訪
れ
る
。
右
近
、

山零
響
え
て
、
妻
一戸
を
開
げ
る
。

２６
初
音

○
源
氏
ヽ
明
石
上
の
も
と
を
訪
れ
、
反
故
を
見
て
自
ら
も
書
き
つ
け
る
。

褥
に
置
か
れ
た
琴
や
香
炉
。

２７
胡
蝶

○
玉
隻
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
文
を
見
て
、
源
氏
は
そ
の
送
り
主
を
右

近
に
尋
ね
る
。

２８
蛍

○
蛍
宮
か
ら
玉
菫
へ
菖
蒲
の
根
に
結
び

つ
け
た
文
が
届
け
ら
れ
る
。
源

氏
と
玉
菫
の
間
に
は
、
菖
蒲
に
結
び
付
け
ら
れ
た
文
が
置
か
れ
る
。

２９
常
夏

○
源
氏
、
玉
菫
の
も
と
で
、
庭
に
咲
き
乱
れ
る
撫
子
を
眺
め
る
。
他
の

殿
上
人
た
ち
も
同
道
す
る
。

３０
等
火

○
源
氏
、
柏
木
や
夕
霧
な
ど
を
玉
隻
の
方
に
招
き
、
琴
な
ど
を
合
奏
す

る
。
庭
に
は
等
火
が
焚
か
れ
る
。

３‐
野
分

○
源
氏
、
玉
菫
と
た
わ
む
れ
る
。
夕
義
理
、
御
簾
の
間
が
ら
そ
の
姿
を

か
い
ま
見
て
驚
く
。

３２

行

幸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



○
冷
泉
帝
の
大
原
野
の
行
幸
の
翌
日
、
源
氏
は
玉
墨
に
白
い
色
紙
に
よ

る
消
息
を
す
る
。
そ
れ
を
読
む
玉
菫
と
女
房
た
ち
。

３
藤
袴

○
玉
隻
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
蛍
宮
の
消
息
。
霜
の
置
い
た
笹
に
結
ぶ
。

３４
真
木
柱

○
思
は
ず
に
丼
手
の
な
か
道

へ
だ
つ
と
も
い
は
で
ぞ
恋
ふ
る
山
吹
の
花

出
仕
し
て
六
条
院
か
ら
い
な
く
な

っ
た
玉
菫
を
、
源
氏
は
慕

っ
て
も

の
思
い
に
耽
け
る
。
庭
に
は
山
吹
の
花
が
咲
く
。

３５
梅
枝

○
朝
顔
斎
院
か
ら
紺
と
自
の
瑠
璃
の
壺
を
、
五
葉
松
と
梅
の
枝
に
付
け

て
贈
ら
れ
、
そ
の
返
事
を
梅
の
枝
に
結
ん
で
贈
る
。
庭
で
梅
を
手
折

る
音
青
（。

３ ６

藤

裏

葉

○
夕
霧
か
ら
の
雲
居
雁
に
届
け
ら
れ
た
後
朝
の
文
を
、
父
の
内
大
臣
が

読
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

３ ７

若

菜

上

○
女
三
宮
降
嫁
後
、
紫
上
楽
し
ま
ず
、
硯
を
引
き
寄
せ
て
歌
を
詠
み
、

源
氏
は
当
惑
し
て
寄
り
臥
す
。

８
若
菜
下

〇
小
侍
従
、
源
氏
が
対
に
渡

っ
て
い
な
い
暇
に
、
柏
木
の
文
を
女
三
宮

に
密
か
に
見
せ
る
。

３ ９

柏

木
○
夕
霧
、　
一
条
宮
邸
を
訪
れ
、
落
葉
宮
の
母
御
息
所
と
語
り
、
悲
し
み
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４０
横
笛

○
朱
雀
院
の
も
と
か
ら
女
三
宮
へ
筍
に
添
え
て
文
を
届
け
る
。
涙
を
流

し
な
が
ら
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
源
氏
が
訪
れ
る
。

４‐

鈴

虫
○
仲
秋
の
夜
ヽ
鈴
虫
の
宴
で
琴
な
ど
が
合
奏
さ
れ
る
。
庭
に
は
、
女
郎

花
や
薄
が
描
か
れ
る
。

４ ２

夕

霧
〇
小
野
を
訪
れ
た
夕
霧
は
、
落
葉
宮
に
思
い
を
訴
え
、
逃
れ
よ
う
と
す

る
女
宮
の
裾
を
捉
え
る
。

４ ３

御

法

○
紫
上
、
幼
い
匂
宮
に
庭
の
紅
梅
を
、
自
分
の
死
後
世
話
を
す
る
よ
う

求
め
る
。

４４
幻〇

二
条
院
の
桜
を
見
て
、
亡
き
紫
上
を
偲
ぶ
源
氏
。
匂
宮
の
こ
と
ば
に
、

心
慰
め
な
れ
る
。

４５

匂

宮
○
暗
弓
の
後
、
夕
霧
、
六
条
院
に
親
王
た
ち
を
招
て
。
雪
の
散
る
中
を

連
ね
て
参
集
す
る
。

４６
紅
梅

○
若
君
、
文
を
紅
梅
の
枝
に
結
び
、
匂
宮
に
届
け
る
。

７
竹
河



○
薫
、
玉
菫
邸
で
女
房
た
ち
と
歌
の
贈
答
。
庭
に
紅
梅
が
咲
く
。

４８
種
姫

○
宇
治
八
宮
邸
を
訪
れ
た
薫
は
、
姫
君
た
ち
と
物
語
を
し
、
弁
の
御
許

が
応
対
す
る
。

４ ９

椎

本

一

〇
八
宮
の
没
後
、
薫
は
仏
間
で
生
前
の
姿
を
偲
ん
で
歌
を
詠
む
。

５０
椎
本

○
山
の
阿
閣
梨
か
ら
、
沢
の
芹
や
蕨
な
ど
が
届
け
ら
れ
、
姫
君
た
ち
は

亡
き
父
を
偲
ん
で
歌
を
詠
む
。

‐
総
角

○
匂
宮
と
薫
、
遣
水
に
映
る
秋
の
月
を
眺
め
な
が
ら
、
宇
治
の
姫
君
た

５２
早
蕨

○
京
へ
迎
え
ら
れ
る
中
の
君
は
、
宇
治
を
離
れ
る
か
と
思
う
と
姉
の
大

君
が
偲
ば
れ
る
。
そ
の
姿
を
か
い
ま
見
よ
う
と
す
る
薫
。

５ ３

宿

本

一

Ｏ
薫
は
、
大
君
を
思
慕
し
な
が
ら
も
失
意
の
思
い
で
庭
の
朝
顔
を
手
折

り
、
中
君
の
も
と
を
訪
れ
る
。

４
宿
木
二

○
宇
治
か
ら
帰

っ
た
薫
か
ら
中
君
に
消
息
。
そ
れ
を
見
て
、
匂
宮
は
嫉

妬
の
思
い
な
が
ら
も
返
し
を
す
る
よ
う
勧
め
る
。

５５
墓
屋

○
匂
宮
が
明
石
中
宮
の
見
舞
に
参
内
し
よ
う
と
し
て
い
る
折
、
若
君
が
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這
い
出
て
御
簾
か
ら
の
ぞ
き
見
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
そ
ば
に
寄
る
。

５６
浮
丹

○
宇
治
の
浮
舟
か
ら
中
君
に
新
年
の
歌
を
よ
こ
し
て
く
る
。
匂
宮
見
て

あ
や
し
む
。

５７
始
酪
上

○
薫
、
か
い
ま
見
た
女

一
宮
の
姿
を
恋
し
く
思
い
な
が
ら
、
北
方
の
女

二
宮
に
同
じ

「羅
の
単
衣
」
を
自
ら
着
せ
る
。

５８
蜻
蛉
二

○
薫
、
弁
の
御
許
と
語
る
。
弁
は
唐
衣
を
脱
ぎ
、
手
習
い
を
し
て
い
る

撃

。

５９

手

習

○
浮
舟
、
少
将
の
尼
と
碁
を
打
つ
。

６０
薦
絶
憧
積

０
量
ヽ
横
川
の
僧
都
か
ら
浮
舟
入
水
と
そ
の
後
の
様
子
を
聞
き
、
小
君

に
文
を
託
そ
う
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
．

以
上
が
、
色
履
絵
の
詞
書
と
場
面

一
覧
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
内
容

・の
一
端
が
知
ら
れ
よ
う
。
桐
壷
巻
な
ど
、
元
服
で
は
源
氏
が
儀
式
の
場
に

赴
く
姿
を
描
く
な
ど
、
あ
ら
た
な
場
面
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
な

さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
土
佐
派
で
培
わ
れ
た
構
図
の
範
略

を
踏
み
外
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
光
則
の
自
描
画
帖
で
は
、
同
じ
場

面
を
取
り
上
げ
る
に
し
て
も
、
ま
た
別
の
視
点
か
ら
描
く
な
ど
、
彼
自
身

も
多
様
な
摂
取
の
方
法
を
と
る
。
な
お
、
光
起
に
も
源
氏
物
語
画
帖
が
存

す
る
が
、
そ
の
構
図
の
一
部
は
、
明
ら
か
に
こ
の
光
則
画
の
影
響
が
認
め

ら
れ
る
。

本
稿
は
、

『徳
川
本
源
氏
物
語
画
帖
』

（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ミ
ン
ト
画
廊
）

の
解
題
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
二
帖
の
折
本
に
仕
立

て
、
原
寸
大
で
再
現
し
、
彩
色
に
い
た
る
ま
で
完
全
榎
製
を
目
指
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。



土
佐
光
則
筆

『
源
氏
物
語
画
帖
』
松
風
巻

web公開に際し、画像は省略しました

web公開に際し、画像は省略しました




